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き
が
こ
な
い
だ
ろ
う
か
？

良
か
れ
と
思
っ
て
も
、
住
ま
い
は

暫
く
す
る
と
変
え
た
く
な
る
も

の
だ
。
特
に
マ
ン
シ
ョ
ン
は
最
新
設
備
や
価
格

の
高
い
も
の
に
買
い
替
え
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
と
こ
ろ
が
サ
ン
シ
テ
ィ
に
住
ん
で
40
年
経

ち
な
が
ら
、
私
は
ま
だ
住
ん
で
い
る
。

 

何
故
飽
き
が
こ
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

最
近
早
朝
に
散
歩
し
て
い
て
分
か
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
若
い
頃
は
用
も
な
い
の
に
サ
ン
シ

テ
ィ
内
を
歩
く
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
高
齢
に

な
る
と
健
康
維
持
に
散
歩
は
欠
か
せ
な
い
。
緩

い
坂
の
あ
る
同
じ
回
遊
路
を
30
分
余
り
、
夫
婦

で
3
年
あ
ま
り
続
け
て
い
る
。
春
に
は
木
々
の

新
緑
に
目
を
奪
わ
れ
、
夏
に
は
木
陰
を
追
い
、

秋
に
な
る
と
紅
葉
が
落
ち
な
い
か
と
一
喜
一

憂
し
、
落
葉

掃
除
の
大
変

さ
に
同
情
し

て
い
る
。
冬

も
い
い
。
澄

み
切
っ
た
青

空
に
枯
れ
枝

が
良
く
似
合

う
。
近
頃
は
、
下
草
や
草
花
に
も
馴
染
み
が
で

き
て
い
る
。
サ
ン
シ
テ
ィ
の
内
側
を
巡
る
緑
に

溢
れ
た
み
ち
の
風
景
で
あ
る
。

サ
ン
シ
テ
ィ
は
東
京
都
板
橋
区
に
あ
る
14
棟

1
8
7
2
戸
か
ら
な
る
民
間
開
発
の
住
宅
団

地
で
あ
る
。
人
口
4
5
0
0
人
余
り（
平
成
26
年

推
定
）。
私
た
ち
は
、
子
ど
も
が
成
長
し
同
居
し

て
い
た
文
京
区
の
親
の
家
か
ら
引
越
し
て
き

た
。
当
時
芸
大
助
手
の
傍
ら
の
設
計
活
動
も
忙

し
く
、
家
族
の
住
ま
い
を
考
え
る
余
裕
が
な
く

義
兄
の
情
報
に
飛
び
つ
い
た
。

当
時
サ
ン
シ
テ
ィ
は
ま
だ
工
事
中
だ
っ
た

が
、
北
側
住
棟
群
の
外
観
が
圧
倒
的
で
は
じ
め

の
印
象
は
良
く
な
か
っ
た
。 

が
他
に
選
択
肢

も
な
く
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
前
の
住
棟
が
目

に
入
ら
な
い
位
置
で
、
樹
の
高
さ
以
上
に
は
住

ま
な
い
と
い
う
信
念
か
ら
3
階
を
選
ん
だ
ら
補

欠
で
当
選
し
た
。

サ
ン
シ
テ
ィ
の
こ
れ
だ
け
の
容
積

を
考
え
る
と
、
周
辺
環
境
と
の

関
係
は
圧
倒
的
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
が
、
全
体
計
画
は
既
存
の
地
形
と
緑

を
生
か
し
た
囲
み
型
の
住
棟
配
置
で
悪
く
な

い
。
当
た
り
前
と
は
言
え
首
都
高
速
5
号
線
側

住
み
続
け
る
サ
ン
シ
テ
ィ
の
魅
力

片
山
和
俊
［
東
京
藝
術
大
学 

名
誉
教
授
］

飽

［図1］サンシティ配置図 （水色部分は、池・プールを示す）
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【サンシティ】
所在地：東京都板橋区
建築年：1980年
事業主：�三井不動産、旭化成工業、三旭都

市開発
企画・基本設計：三井不動産、日本設計
　　　 事務所
監　修：K.M.G 建築事務所
設　計：�三井建設、鹿島建設、サンコーコン
　　　 サルタント、東洋造園土木
施　工：三井建設・鹿島建設共同事業体、
　　　 東洋造園土木
管　理：三井不動産住宅サービス

N

時
に
問
題
と
い
う
指
摘
の
あ
る
タ
イ
プ
だ
が
、

南
北
ま
た
は
東
西
に
風
が
抜
け
て
、
環
境
的
に

暮
し
や
す
い
。
わ
が
家
は
、
今
か
ら
10
年
位
前

に
家
族
構
成
の
変
化
と
高
齢
化
に
向
け
て
全
面

的
に
改
修
し
た
。
主
な
箇
所
は
キ
ッ
チ
ン
の
通

風
改
善
、
和
室
を
や
め
て
一
続
き
の
B
L
D
K

（
B
は
B
e
d
r
o
o
m
）に
、
収
納
と
浴
室
、
ト

イ
レ
の
改
善
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
あ
っ
た
。

が
、
逆
に
介
護
時
な
ど
に
備
え
一
部
屋
残
し
て

い
る
。
ま
た
タ
タ
ミ
は
や
め
た
も
の
の
全
体
は

和
を
基
調
と
し
、
南
開
口
部
に
は
上
げ
下
げ
障

子
を
入
れ
た
。
そ
の
お
蔭
で
緑
の
四
季
の
変
化

［
す
ま
い
再
発
見
］
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に
商
業
施
設
を
配
し
、
フ
ラ
ッ
ト
型
の
住
棟
群

（
15
階
建
）
で
分
離
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
側
の

生
活
ゾ
ー
ン
は
静
寂
に
保
た
れ
て
い
る
。
東
側

の
長
く
続
く
丘
部
分（
東
の
丘
）
に
低
い
フ
ラ
ッ

ト
を
、
西
側
の
丘
部
分
に
配
し
た
ポ
イ
ン
ト
型

の
超
高
層
住
棟
2
棟（
D
・
G
棟
）
の
内
側
か
ら
の

圧
迫
感
は
、
緑
に
よ
っ
て
程
よ
く
緩
衝
さ
れ
て

い
る
。﹇
図
1
﹈

一
番
多
い
フ
ラ
ッ
ト
型
の
住
棟
は
、
完
成
し

た
時
期
や
南
、
東
西
向
き
に
よ
っ
て
多
少
異
な

る
が
、
大
き
な
構
成
は
似
て
い
る
。
私
の
住
む

南
向
き
住
棟
は
構
造
的
な
工
夫
が
面
白
い
。
そ

れ
が
購
入
時
の
動
機
の
一
つ
だ
が
、
Ｍ
Ｃ
Ｓ
構

法
と
言
い
耐
震
壁
が
市
松
状
に
設
け
ら
れ
、
上

下
階
で
平
面
が
東
西
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
構

法
が
、
最
近
試
み
た
耐
震
改
修
を
難
し
く
し
た

の
だ
が
、
私
自
身
は
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
買
っ

て
い
る
。
同
じ
構
造
方
式
で
超
高
層
の
住
棟
も

建
て
ら
れ
て
い
る
。﹇
図
２
・
３
﹈

住
戸
構
成
は
、
ポ
イ
ン
ト
型
の
超
高
層
2
棟

以
外
は
廊
下
型
の
3
L
D
K
が
多
い
。
子
育
て

［図３］MCS 構法説明図（D 棟）
（出典：参考文献3 より）

D 棟 基準階平面図

断面図

［図2］MCS骨組みの構成（出典：参考文献3より）

平面構成

立体構成

耐震壁架構軸組図

時
に
問
題
と
い
う
指
摘
の
あ
る
タ
イ
プ
だ
が
、

南
北
ま
た
は
東
西
に
風
が
抜
け
て
、
環
境
的
に

暮
し
や
す
い
。
わ
が
家
は
、
今
か
ら
10
年
位
前

に
家
族
構
成
の
変
化
と
高
齢
化
に
向
け
て
全
面

的
に
改
修
し
た
。
主
な
箇
所
は
キ
ッ
チ
ン
の
通

風
改
善
、
和
室
を
や
め
て
一
続
き
の
B
L
D
K

（
B
は
B
e
d
r
o
o
m
）に
、
収
納
と
浴
室
、
ト

イ
レ
の
改
善
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
あ
っ
た
。

が
、
逆
に
介
護
時
な
ど
に
備
え
一
部
屋
残
し
て

い
る
。
ま
た
タ
タ
ミ
は
や
め
た
も
の
の
全
体
は

和
を
基
調
と
し
、
南
開
口
部
に
は
上
げ
下
げ
障

子
を
入
れ
た
。
そ
の
お
蔭
で
緑
の
四
季
の
変
化

［写真 3］住棟群に囲まれた中央林を見る

［写真4］中心の滝のひろば

［写真5］商業施設から学校へ、中央の通り抜けの道

［写真2］建設当初のサンシティ
（出典：参考文献4より）
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を
楽
し
め
て
い
る
。﹇
図
４
﹈

が
、
サ
ン
シ
テ
ィ
の
魅
力
は
、
図
と
地
と
い

う
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
地
の
豊
か
な
緑
（
中
央
林
）

に
尽
き
る
だ
ろ
う
。
毎
朝
散
歩
し
な
が
ら
、
ふ

と
思
う
の
は
イ
タ
リ
ア
の
広
場
の
よ
う
に
一
本

の
木
も
な
い
広
が
り
で
あ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
と
。
多
分
広
さ
を
持
て
余
し
て
し
ま
う
に

違
い
な
い
。
こ
の
緑
豊
か
な「
柔
ら
か
い
ひ
ろ

ば
」、
変
わ
ら
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
の
環

境
の
中
に
、
刻
々
と
変
化
す
る
緑
と
い
う
時
を

持
つ
在
り
方
は
日
本
ら
し
い
解
き
方
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
も
中
央
林
は
既
存
林
で
は
な
く
、

40
年
と
い
う
時
が
育
て
た
緑
で
あ
る（
建
設
当
初

の﹇
写
真
２
﹈と
、
現
在
の
中
央
林﹇
写
真
３
﹈を
参
照
）。

現
在
は
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
働
き
方
自
体
が
変

わ
っ
た
が
、
昔
夜
中
の
タ
ク
シ
ー
で
、
非
番
が

ウ
イ
ー
ク
デ
イ
だ
と
変
人
だ
と
思
わ
れ
団
地

で
休
め
な
い
と
聞
い
た
。
近
く
の
公
の
場
所

で
過
ご
せ
な
い
日
本
の
男
性
に
は
、
む
し
ろ
隠

れ
ら
れ
る
空
間
の
方
が
合
っ
て
い
そ
う
だ
。

そ
れ
ほ
ど
必
要
な
緑
な
の
だ
が
、
住
民
と
し

て
の
私
の
貢
献
度
は
低
い
。
享
受
し
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
調
べ
て
み
る
と
、
何
気
な
く
い

い
な
と
思
っ
て
い
る
緑
が
さ
ま
ざ
ま
な
試
み

と
人
材
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
き
た
こ
と
が
分

か
る
。
1
9
9
4
年
に
提
案
さ
れ
た「
サ
ン
シ

テ
ィ
緑
の
管
理
目
標
」（
輿
水
肇
・
明
大
教
授
）
を
基

本
と
し
た
森
林（
フ
ォ
レ
ス
ト
）、
公
園（
パ
ー
ク
）
お

よ
び
庭
園（
ガ
ー
デ
ン
）
に
ゾ
ー
ン
分
け
し
て
の

植
栽
管
理
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
実
行
し
て

［図４］自邸改修（出典：参考文献5より）

［図５］ サンシティグリーンボランティア（以下、SGV）によるサンシティ緑の管理目標（図2-5出典：参考文献 １ より）

［写真 6］住棟と植栽管理の関係

［写真 8］中央林内バーベキュー
広場

［写真7］丘上の住棟への小径

　　　　改修後 改修前

玄関から居間をみる 畳ベッド（右手）のあるBLDK

区道

（写真1、3〜8：片山順平撮影）
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片
山
和
俊（
か
た
や
ま
・
か
ず
と
し
）

1
9
4
1
年 

東
京
生
ま
れ
。
1
9
6
6
年 

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
建
築
科
卒
業
。
1
9
6
8
年 

同
大
学
院
修
士
課
程

修
了
。
1
9
6
8
年 

環
境
設
計
│
茂
木
研
究
室
勤
務
。
1
9
7
8
年 

文
部
省
在
外
研
究
・
イ
ギ
リ
ス
ほ
か
。
1
9
8
7

年 

東
京
藝
術
大
学
建
築
科
教
授
。
D
I
K
設
計
室
主
宰
。
近
著
に
、
住
総
研 

住
ま
い
読
本
シ
リ
ー
ズ『
金
山
町
│
中
心
地
区

│
街
並
み
づ
く
り
１
０
０
年
計
画
』林
寛
治
・
片
山
和
俊 

編
著（
求
龍
堂
）を
2
0
2
0
年
３
月
に
発
刊
。

［図 8］ 植栽管理改善後日照環境改善効果：C 棟住居（SVGによる）

て
い
く
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
い
い
。

勿
論
盛
ん
な
ク
ラ
ブ
活
動
や
、
管
理
組
合
と
管

理
会
社
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
よ
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
以
前
か
ら
商
業

施
設
ゾ
ー
ン
の
活
性
化
な
ど
頭
の
痛
い
問
題
を

抱
え
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
住
み
続
け
る
魅
力

は
、
同
業
の
立
場
か
ら
白
状
す
る
と
、
当
初
計

画
の〝
筋
〞の
良
さ
と
そ
れ
を
実
現
し
た
設
計

力
の
お
蔭
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

［図６］車道歩道の植栽基準（SVGによる/図中寸法も）

a. 車道沿い（区道）の植栽基準

b. 車が入らない広めの歩道沿いの植栽基準

c.日常的に接する小径の植栽基準
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﹈
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│
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│
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０
０
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Y
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Ｂ
Ｓ
Ｃ
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特
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賞
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時
の
記
念
パン
フ
レ
ッ
ト
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発
行
：
三
井
不
動
産
、旭
化
成
工
業
、三
旭
都
市
開
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５

　

 『
リ
フ
ォ
ー
ム
で
住
み
続
け
る
家
に
』特
集
・
生
か
し
て
い
ま

す
か「
今
あ
る
も
の
を
」、２
０
１
２
年
、婦
人
の
友
５
月
号

［図 7］植栽管理の作業分担の推移（SVGによる）
（注）これまでSGVにより植栽管理費支出を補ってきているが、樹木が育ち中高木・高度技術の植栽整備事業が増えている。

平成19年5月25日改訂　世話人代表 金本一夫

「サンシティ緑地維持管理特記仕様書」（1997.1）概要
１.　 車道沿いの植栽は、車の交通に障害のないように原則と
して左記枠内に植物が生長しないように、剪定整枝する
こと。生垣などで、縁石の面から2.5mが確保されてい
ない場合は、縁石面とすることが出来るが、監督員と協
議すること［図6-a参照］

２.　 歩道沿いの植栽は、人や自動車の通行に障害のないよう
に原則として左記枠内に植物が生長しないように剪定整
枝すること［図6-b参照］

３.　 車道、歩道、駐車場など車や人が日常的に接する舗装、
縁石端部から２mの範囲は原則として日常的な管理ゾー
ンとし、特に規格が維持されていること［図6-c参照］

４.　 ３のゾーンは、原則として生垣、低木、または地被などの
植え込み地とし、枯損が出た場合、監督員と協議の上速
やかに補植すること。

５.　３のゾーンは原則として生垣を除く中木の育成は行わない。
６.　 ３のゾーンは原則として低木、地被などの下層植栽の育
成を促すため、上層の高木は枝抜き、間引きなどにより
下層の日照条件を適正によくすること。また、作業は監
督員と協議の上決定すること。

７.　 ３のゾーンにおける新植、補植時にはその場所の土壌改
良を適正に行うこと。また、土壌不良が原因と思われる
生育不良箇所では、監督員と協議の上、土壌改良や施肥
を行うこと。

８.　 接地住戸に面する植栽において、通路や広場側から住
戸内が見えないように維持管理すること。

９.　 プライバシーなどを考えなくてもよい樹林地などでは、で
きるだけ開放的にし、見通しの良さを確保すること。低
木類の刈り込み高さは、原則として舗装の高さより1.0m
とする。中木があっても低木に仕立てること。
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